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◆仮説に基づく授業のねらい 

数学的な考察を行う力を身につけさせる際に、観点別学習

状況の評価の項目に基づいた生徒用ルーブリックを活用し、

振り返りを行うことで生徒の意欲を向上させ、主体的に学習

に取り組む態度を育成する。 

 

◆授業展開 

①「チャレンジしたくなるくじ引き屋」と題し、条件のも

とでくじの作成を個人で行い、考察を深める。 

②各自で作成したものについて、班で共有し、班としての

案を作成する。 

※くじの作成にあたっては賞金や本数を入力することで期

待値や利益を自動で計算してくれる「表計算ソフト」を

活用した。このソフトは生徒用ルーブリックの評価基準

に対応している。 

③ルーブリックを確認後、各班２分でくじ引き屋のコンセ

プトなどを説明する。 

④班の発表について評価・感想を集計ソフトに入力させ

る。 

⑤他の発表と寄せられた感想等を基に、良い点や改善点を

挙げ、振り返りを行う。 

 

【検証結果】 

◆事象を数学化する場面（教員の評価） 

 「知識・技能」の観点で８割以上の生徒が自ら課題を設定

することができたと考えられる。一方で、「課題の設定が

易しすぎた」もしくは「生徒用ルーブリックの評価基準が

低い」とも考えられ、より適切な課題設定や、基準設定が

必要であるとも考えられる。 

 

◆論理的に考察し説明する場面（教員の評価） 

 「思考・判断・表現」で過半数の生徒が論理的に考察でき

た一方で、４割の生徒にＣ評価が付いていることもわかっ

た。これらの生徒は、論理的に説明すること自体に慣れて

いないことが推測される。 

 

◆過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ

うとする場面の評価 

①「粘り強く取組を行おうとする側面」× 

②「自ら学習を調整しようとする側面」 

② 

 

Ｂ Ａ Ａ 

Ｂ Ｂ Ａ 

Ｃ Ｃ Ｃ 

① 

上記の表を用いて、評価を実施した。①と②を合わせて 

「主体的に学習に取り組む態度」として評価を行ったとこ

ろ、７割以上の生徒が高く評価された。 

 

 

 

Ⅵ．研究の成果 

◆検証授業の事前と事後で意識調査を４件法で実施 

 事前と事後でより変化があった項目をウィルコクソンの符

号付順位和検定にて考察。その結果、15項目中4項目で優

位な結果を得ることができた。その項目内容から「事象を数

学化する姿勢」「論理的に考察する姿勢」「ＩＣＴ機器を活

用する姿勢」に変化が見てとれた。 

 

◆研究の考察と結論について 

【第一の仮説について】 

 教員評価がＢ評価以上の割合が、数学化する場面では８割

以上、論理的に考察し説明する場面で５割を超えていること

から、今回の研究で作成した教材で行った授業では、数学を

活用する資質・能力を育成できたと考えられる。 

 

【第二の仮説について】 

 教員評価がＢ評価以上の割合が７割を超えたため、生徒用

ルーブリックの活用で「主体的に学習に取り組む態度」が育

成できたと考えられる。 

 

Ⅶ．今後の課題 

１．数学化する課題の設定において、生徒の実態に適した難

易度の課題作成や、段階的に評価できる生徒用ルーブリ

ックの基準開発の必要がある。 

２．数学的な根拠を基に考察し説明する場面を授業に取り入

れた年間授業計画の作成を行うなどの工夫。 

３．授業の導入で評価の観点の趣旨を生徒に十分理解させた

り、意識させたりする指導を継続的に行う。 

４．学習効果の上がる生徒用ルーブリックの開発を進める必

要がある。また、生徒の自己評価と教員評価の差をなく

すために生徒の自己評価の資質向上を考える。 

５．同一の評価ができるように、評価規準を明確にしたり、

事前に打合せや評価訓練を行ったり、共通理解を図る必

要がある。 
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